
IT化や先進技術の活用
～ 協議会（TDBC）のご紹介とIT/IoTとデータ活用による安全の実現 ～

2023年11月1日

一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会
代表理事 小島 薫

「運輸事業の安全に関するシンポジウム２０２３」



協議会（TDBC※）の概要

安全の品質について

先進事例のご紹介（TDBC活動事例より）

- バック事故撲滅

- 死角事故の防止

- 健康起因事故の撲滅

TDBC認定ソリューションと

「運輸安全マネジメント」ガイドラン14項目実践事例

まとめ

本日の内容
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※ Transportation Digital Business Conference



協議会（TDBC）の概要
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設立の背景
運輸は産業や社会の基盤、中小企業が99%以上

さまざまな業界課題
①1社では解決が難しい、②同じ課題を各社で解決

タクシー、ダンプ
トラック、バス
事業会社、団体

さまざまな技術、
ソリューションを
持つ企業、団体

事業者
会員

サポート
会員

パートナー
シップ
会員

発着荷主企業、
自治体等

運輸業界と、ICTなど多様な業種のサポート企業、およびパートナーシップ
企業が連携し、デジタルテクノロジーを利用することで運輸業界を安心・
安全・エコロジーな社会基盤に変革し、業界・社会に貢献する

設立の目的
2016年8月9日設立/
2018年6月8日一般社団法人化



【業界団体】
一般社団法人ＳＣＣＣ・リアルタイム経営推進協議会
一般社団法人環境ロボティクス協会
一般財団法人コミュニティ政策基盤創造機構
一般社団法人災害対策トレーニングセンター支援会
一般社団法人サスティナビリティ・ＤＸ推進協議会
一般社団法人サステナブルトランジション
一般社団法人千葉房総技能センター
一般社団法人東京都トラック協会
日個連東京都営業協同組合
公益社団法人佐賀県トラック協会
特定非営利活動法人 日本災害救助活動支援隊

会員一覧（2023年10月10日現在）
ニコニコ観光株式会社
西福運送株式会社
日鉄物流株式会社
日本ロジテム株式会社
野々市運輸機工株式会社
野原ホールディングス株式会社
HAVIサプライチェーン・ソリューションズ・ジャパン合同会
社
ハヤマ運輸株式会社
阪神石油運送株式会社
Ｐ＆Ｊ株式会社
菱木運送株式会社
日立建機ロジテック株式会社
株式会社平松運輸
株式会社フジタクシーグループ
株式会社フジトランスライナー
富士陸送株式会社
ベイラインエクスプレス株式会社
北陸大池運送株式会社
松浦通運株式会社

合計 186社
株式会社首都圏物流
株式会社新宮運送
株式会社SHINKOロジ
真和工業株式会社
鈴与カーゴネット株式会社
株式会社西三交通
株式会社セイリョウライン
センヨシロジスティクス株式会社
ダイオーロジスティクス株式会社
谷口運送株式会社
千曲運輸株式会社
中国タクシー株式会社
中日臨海バス株式会社
中部興産株式会社
株式会社つばめ急便
東洋運輸株式会社
富山県トラック株式会社
トランコム株式会社
長良通運株式会社
奈良交通株式会社

事業者会員 78社 【事業者】
株式会社Alpaca.Lab
アルピコ交通株式会社
株式会社アルプスウェイ
株式会伊藤運送
茨城乳配株式会社
ＥＰ Ｒｅｎｔａｌ株式会社
ウィルポート株式会社
梅田運輸倉庫株式会社
株式会社MIコーポレーション
株式会社エム・ティー・エス
大河原運送株式会社
株式会社大林組
押入れ産業株式会社
株式会社canuu
関東交通株式会社
北関東物流株式会社
株式会社合通ロジ
サーラ物流株式会社
三興物流株式会社

アクティア株式会社
株式会社ＡＣＣＥＳＳ
株式会社アスア
ascend 株式会社
株式会社アートフレンドAUTO
アルプスアルパイン株式会社
イーサポートリンク株式会社
株式会社イージスワン
いすゞ自動車株式会社
伊藤忠商事株式会社
イネーブラー株式会社
医療法人社団勝榮会 いりたに内科クリニック
株式会社ヴァル研究所
宇宙サービスイノベーションラボ事業協同組合
H2株式会社
株式会社SL Creations
SCSK株式会社
ＳＧシステム株式会社
NECソリューションイノベータ株式会社
NSW株式会社
大塚製薬株式会社

オーブコムジャパン株式会社
一般財団法人 環境優良車普及機構
株式会社キャブステーション
京セラ株式会社
クラリオンライフサイクルソリューションズ株式会社
株式会社クレオ
グローアップ社会保険労務士法人
グローバルナレッジ株式会社
株式会社グローバルワイズ
京滋ユアサ電機株式会社
光英システム株式会社
サトーホールディングス株式会社
株式会社サンデジタルシステム
株式会社シーズ・ラボ
株式会社GCAP
株式会社JX通信社
株式会社システック
システムギア株式会社
株式会社システム計画研究所
株式会社システムズ
株式会社システムライフ
株式会社シムトップス

ジャパン・トゥエンティワン株式会社
株式会社商工組合中央金庫
株式会社スペース
株式会社スマートドライブ
株式会社スマートバリュー
センターフィールド株式会社
ソフトバンク株式会社
株式会社タイガー
太陽鉱油株式会社
大日本印刷株式会社
中部電力パワーグリッド株式会社
ＴＭ特許事務所
DM三井製糖株式会社
株式会社TDモバイル
株式会社データ・テック
株式会社データビークル
株式会社デンソー
株式会社デンソーウェーブ
株式会社デンソーソリューション
株式会社電通国際情報サービス
株式会社東計電算
豊田通商株式会社

トヨタ紡織株式会社
株式会社トランストロン
株式会社 ニデック
日本電気株式会社
日本ミシュランタイヤ株式会社
株式会社ネミエル
株式会社野村総合研究所
Hand Enterprise Solutions Co.,Ltd
株式会社パスコ
株式会社パトライト
日立建機株式会社
日野自動車株式会社
富士通株式会社
二葉計器株式会社
物流企画サポート株式会社
芙蓉総合リース株式会社
株式会社ブリヂストン
株式会社フルバック
株式会社ブロードリーフ
株式会社ベストセーフティ
保険サービスシステムHD株式会社
ＨＯＹＡ株式会社

ミズノ株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
MEGAZONE株式会社
モバイルクリエイト株式会社
矢崎エナジーシステム株式会社
矢崎総業株式会社
ユニオンツール株式会社
株式会社ユニ・トランド
株式会社ユーフォリア
株式会社ライナロジクス
株式会社両備システムズ
株式会社Logpose Technologies
LocationMind株式会社
ウイングアーク１ｓｔ株式会社
株式会社traevo

サポート会員 102社

丸磯建設株式会社
丸市倉庫株式会社
丸山運送株式会社
丸和運輸株式会社
株式会社丸和運輸機関
山崎製パン株式会社
両備ホールディングス株式会社両備バスカンパニー
ロジスティード株式会社
株式会社ワカスギ

AGC株式会社
サントリーシステムテクノロジー株式会社
大王製紙株式会社

AGC株式会社
サントリーシステムテクノロジー株式会社
大王製紙株式会社
株式会社バローホールディングス
本田技研工業株式会社
ヤンマーグローバルエキスパート株式会社

パートナーシップ会員 6社
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WG活動での課題解決のアプローチ

課題の整理と共有

解決策の仮説

実証実験

評価、改善、実施

TDBC Forumで活動・成果発表（年1回開催）
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TDBC Forum 2023 資料の公開
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https://unyu.co/forums/2023.html

録画についても2023年12月まで限定公
開しています。



テーマ毎のWG活動（2023年度）
WG01「事故撲滅と実現のための管理者、乗務員教育」

WG02「健康経営の推進と健康課題解決」

WG03「MaaSなどの新たな取り組みによる公共交通の未来への挑戦」

WG04「人材、働き方改革、
荷主とのパートナーシップによる2024年問題の対応」

WG05「動態管理プラットフォーム（traevo）を活用した

持続可能な物流の実現」
＜WG05A＞ 共同輸送データベース構築とその先のフィジカルインターネットの推進

＜WG05B＞ CO2排出量の精緻化を通じた物流改善とその先にあるカーボンニュートラルの実現

WG06「業界共通プラットフォームへのデータ連携によるその先へ」

WG07「遠隔操作・自動化で実現する安全・安心な作業現場と迅速な災害対応」

WG08「無人AI点呼実現への挑戦」

WG09「SDGsの推進と、カーボンニュートラル・エコドライブの実現」

7
https://unyu.co/activities/working-group.html
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※ 現時点（2020年10月10日）の内容

※ 中日臨海バス株式会社とWILLER EXPRESS株式会社との合弁会社として創立

高速道路を経由し、長距離の主要都市間を結ぶ
高速乗合バスを運行 計5路線26便/日
       乗務体制は2人一組 ※ツーマン運行
（近距離の愛知のみ1人乗務 ※ワンマン運行）

会社概要

安全の品質



安全の品質
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『運行管理の品質』を高めるには、

１．リアルタイムで運行管理を実施する
２．運転士の特性をサポート、教育する
３．データを最大限活用する

https://unyu.co/assets_tdbc/pdf/Forum2020_wg01.pdf



（参考）運行管理ツール
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Mobileye570
不安全データ

富士通デジドラ
D1D ITP-WebService

運行データ
眠気データ



安全の品質
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運行データ
眠気データ
不安全データ
勤怠データ

運転士データ
事故、不適合データ
健康データ
教育データ

自動集計する仕組み



安全の品質
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Salesforceに集計されたデータ活用
①不安全データを地図にプロット
⇒便の特性なら運行計画の改善
⇒属人的であれば教育項目として強化



安全の品質
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安全品質向上のために、どちらを選びますか？
今、自分の営業所がおこなっている運行管理ってどっち？？

運行前までの事前準備＋点呼

送り出した後は
『運転士任せ』

運行中もリアルタイム管理
＋有効な点呼

送り出した後も
『一緒に運行する』

ITツールは、リアルタイム管理や有効な点呼を向上させます



WG01：バック事故撲滅のための先進事例
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参考：2015～2020年事故件数（B社 場所別行動形態）参考：2015～2020年事故件数（B社 場所別行動形態）

－はじめに－

構内事故、特に後退時の事故に頭を悩ませている企業様は多い構内事故、特に後退時の事故に頭を悩ませている企業様は多い

https://unyu.co/assets_tdbc/pdf/Forum2021_WG01.pdf



WG01：バック事故撲滅のための先進事例
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A社A社

－各社の現状（バックギアを入れてから走り出すまでの時間）－

B社B社

No 運転者
年齢 秒 車種 勤続

年数

1 62歳 3.5 3tPG 40
2 58歳 1未満 3tPG 24
3 35歳 2.2 3tPG 3
4 53歳 2.9トレーラー 14
5 33歳 1.9 3tPG 3
6 47歳 6 3tPG 2
7 54歳 3.5 3tPG 30
8 62歳 7.8 3tPG 40

平均 3.6

No 運転者
年齢 秒 車種 勤続

年数

1 69歳 2.5 4t 15
2 53歳 2 4t 10
3 50歳 3 4t 8
4 75歳 2.5 4t 23
5 50歳 2.5 4t 7
6 60歳 1 4t 10
7 56歳 2.5 4t 14
8 69歳 2 4t 6
9 53歳 2.6 4t 12

10 56歳 2 4t 7
11 61歳 2 4t 8

平均 2.23

https://youtu.be/f3ekU1ZVRgo



WG01：バック事故撲滅のための先進事例
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よくお聞きするのが
ハード対策

「バックアイカメラ」
「バック用 各種センサー」

よくお聞きするのが
ハード対策

「バックアイカメラ」
「バック用 各種センサー」

活用されず結局事故が起こる活用されず結局事故が起こる
動画を確認すると手順が守られてないことも

↓ 重要なのは

見える化と手順の徹底では！？

－はじめに－

Ｃ社：社内バック手順Ｃ社：社内バック手順

１．ハザード点灯、窓開け
２．サイドブレーキ作動
３．バックギア
４．左側方指差し確認
５．右側方指差し確認
６．バックモニター指差し確認
７．サイドブレーキ解除→バック開始

１．ハザード点灯、窓開け
２．サイドブレーキ作動
３．バックギア
４．左側方指差し確認
５．右側方指差し確認
６．バックモニター指差し確認
７．サイドブレーキ解除→バック開始
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WG01：バック事故撲滅のための先進事例

どれだけ対策を行ってもバック事故が
年間０になる年はなかった

－C社の取り組み－

バックギアに入れてから判定時間
未満で車速が発生すると警告

【仮説】判定時間未満で走り始めると
十分な後方確認を行なっていないのでは

C社デジタコにてバック警告判定
機能のルール設定をした



違反者の動画を確認した
ところ

やはり手順を守っていな
い（仮説の実証）
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WG01：バック事故撲滅のための先進事例

‐バック3秒警報の推移‐

指導により
徐々に減少

直近は違反者が
ほぼゼロに

注：本グラフは、一部期間（〇で囲んだ期間）
のみを抜粋して図示化しています。

開始当初は
日に５～6名の
ドライバーが違反

違反者には繰り返し
手順を遵守するよう

徹底指導
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WG01：バック事故撲滅のための先進事例

－バック事故防止効果－

①仮説を立てデータの取得した
②データによる可視化と違反者の抽出
③動画を用いた手順遵守状況の確認
④手順不履行者の動画を用いた指導

実施したこと実施したこと

００

結果

C社での昨年1年の
バック事故遂に０に！！

C社での昨年1年の
バック事故遂に０に！！

第二部まとめ第二部まとめ



WG01A：死角事故の防止

巻き込み事故の対象は「自転車」が多い（当グループ内の事故データで７５％が自転車）

数分前に追い抜いた自転車が交差点で「死角」に追い付いてくる

前方に気を
取られている

前方や左折方向を気にしている

追い抜いたことで自転車の存在
を忘れている

移動してくるものを常に認識す
るのは難しい

ピーピー
左に曲が
ります

♪

交差点突入時に「未確認」と「認識外」が同時に発生する
機器による監視ができないか？ → 側面衝突警報装置を検証

https://unyu.co/as
sets_tdbc/pdf/Foru
m2022_WG01.pdf
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WG01A：死角事故の防止



WG01A：死角事故の防止

典型的な右左折時

実は警報数が
多いのは
直進時

交差点の

約10倍
警報ﾃﾞｰﾀｽﾎﾟｯﾄを

100程度確認

直進時 死角の自転車・歩行者警報

具体的に死角で警報が鳴っている場面



WG01A：死角事故の防止

死角巻き込み事故リスクの絶対数は少ないが、数が多いドライバーや運行も存在

全 118運行中

10回/日を超えたのは、4運行のみ

5回/日を超えたのは、11運行のみ

平均値2.28以上も、31運行のみ

側方の警報が鳴る実際の数は、1日平均2.28回(本検証平均運行距離200km/日)
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健康起因事故の撲滅（くも膜下出血）

労働新聞社「安全スタッフ」2022年2月1日号
特集Ⅱ「くも膜下出血予防へ」
https://unyu.co/assets_tdbc/pdf/20220127_kumo.pdf
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出典：労働新聞社「安全スタッフ」2022年2月1日号
記事公開にあたり株式会社労働新聞社に許諾および協力をいただきました。



脳卒中リスクチェック実証実験の概要

項目 概要

実施内容

•従業員の今期の法定健診データを使用し、
「脳卒中リスクチェック」*を実施して、
10年以内に脳卒中を発症するリスクをスコア化
•一覧および統計レポートをご提供

参加メリット

•数値化されるため経営への報告に活用しやすい
•従業員への新たな物理的な協力依頼が不要
•脳健診を受診させる優先順位づけの参考になる
•これまでの保健活動の振り返りになる

募集期間 •2021年12月～2022年3月

*国立がん研究センターのアルゴリズムを使用

https://unyu.co/assets_tdbc/pdf/Forum2022_WG02.pdf
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レポート内容サンプル

①対象従業員個々人の
10年後の脳卒中発症リスクをリスト表示

②対象企業様の全体傾向
(年齢とリスクの相関) を統計情報として提示
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実証実験結果：各社データの傾向比較
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健康経営支援等の取り組み

28



TDBC認定ソリューション

認定第1号
JICONAX（ジコナクス）

株式会社フルバック

認定第2号
モービルアイ（Mobileye）

ジャパン・トゥエンティワン
株式会社

認定第3号
SSCV-Safety

ロジスティード株式会社

認定第4号
一番星俱楽部

システムギア株式会社

29

TDBC認定とは、事業者にとって有益と考えられる
製品・サービスを、事業者会員の意見をもとに、
協議会として認定する制度です。



TDBC認定ソリューション JICONAX
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https://unyu.co/assets_tdbc/img/soluti
on/pdf/JICONAX20200121.pdf



TDBC認定ソリューション JICONAX
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TDBC認定ソリューション JICONAX
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TDBC認定ソリューション JICONAX
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参考：JICONAX画面例
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JOCONAX
車両事故統計
（今期/年度別）
サンプル画面



事例のご紹介
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事例の詳細はこちら
（2023年10月1日現在）

https://jiconax.com/example/nishifuku

事業内容 一般貨物運送業、他

本社所在地 福岡県古賀市青柳町422

営業所数 6拠点

設立 1953年（昭和28年）

代表者 代表取締役 山元 健蔵

資本金 5000万円

車両数 121台

運転者数 116名

取引先 大手ゼネコン等、建設業者を中心に約300社

電話 / mail 092-944-5511 /

会社HP https://www.nishifuku.co.jp

西福運送株式会社



事例のご紹介
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• 長年の課題であった仕事の属人化が解消され、一貫性のある業務フローを作成

することができました。

• 事故管理、労働時間管理、燃費管理など、情報共有のプラットフォームである

JICONAXを導入した結果、日々の実績が一元管理され、自社の運輸安全レベルが

“見える化”されました。

• また、単なる事故管理だけでなく、それにひもづく教育訓練も一緒に管理するこ

とで、効果の測定が容易になり、PDCAサイクルができるようになりました。

機器導入の結果



事例のご紹介
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• JICONAX導入後、当社の安全管理に変化がありました。
- 安全方針に基づく事故数目標や、日々の労働時間の

実態が見える化されたことで、経営層以下全員が常に

意識を向けるようになった

- 事故後教育（研修・安全パトロール・面談 等）の実施

と効果測定が容易になり、迅速な改善が可能になった

- 定期的に事故内容を分析し、類似事故多発の場合には

マニュアルを作成・共有して指導することにした

• 今後は、今以上にデータ管理の重要性が増すと思います。データを活用できてい
るかいないかで安全管理体制の向上に大きな差が出てくるのではないでしょうか。

今後について

機器導入後の行動変容

出典：国土交通省「運輸安全マネジメント
制度の理解を深めるために 」

https://www.mlit.go.jp/common/001231984.pdf

○ 西福運送（株）での安全講習会の様子



まとめ

経営トップの意思と責任

IT/IoTとデータの積極的な活用

（機器の導入だけでは効果は限定的）

管理者育成と安全教育

PDCAサイクルでの継続的な改善活動

社外との積極的な情報交換、連携、共創

安心安全・健康は企業や社員にとっての財産

TDBCは活動成果を積極的に公開
今年度「運輸安全マネジメント」と先端機器との連携実証予定
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一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会
https://unyu.co/

E-mail unyu.co＠wingarc.com

TEL 03-5962-7370


